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 2009 年 2012 年 2015 年 
全般 78,802 129,616 173,817
中等教育機関 42,400 88,325 115,355
語学学校 11,161 19,831 30,072
大学 23,707 19,908 24,789
 
国際交流基金の 2015 年度の調査（海外の日本語教育機関調査）によると、表 1 に示し
たように、タイの全学習者数は 173,817 人に上り、2012 年度の世界 7 位の結果から、2015




 ― 3 ―  
 
全学習者数の 66.4％ほどを占める結果となっている。中等教育の学習者は、2000 年以降、
1 位を占めているが、興味深いのは、その 2 位と 3 位の交代である。日本語学校の学習者
は、2012 年までは、大学の学習者より少なく 3 位であったが、2015 年からは 30,072 人
になり 2 位となっている。それに対して、大学の日本語学習者は、2012 年度の調査まで
は 2 位だったが、2015 年度の調査では 24,789 人で 3 位になった。この中には、日本語主
専攻の学習者もいれば、いくつかの初級コースを聴講する学習者もいる。これについては、










2 位は「日本語でのコミュニケーション」（80.9%）、3 位は「マンガ・アニメ・J-Pop 等が
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3.3 観光ビザの免除による社会人の日本語学習者の増加 












































年 3 月の調査では、全国高等教育機関数 143 校中、日本語主専攻を有する教育機関が 41














表 2 タイにおける日本語講座（主専攻）を有する地域別高等教育機関数  















師範大学・技術大学 14 5 4 3 2 0 









































されるものが多い。実際に 3 単位を 3 時間として学習していることが多いが、チュラーロ
ンコーン大学の場合は、3 単位を 5 時間学習、2 単位を 3 時間学習する科目がある。 
 









チュラーロンコーン大学（2014 年版） 72 52 20  
タマサート大学（2013 年版） 81 42 27 日本語講座以外 12 単位 
タイ商工会議所大学（2011 年版） 66 54 12  
ラチャパットナコンラチャシーマー大
学（2012 年版） 


























を行ったり、年に 2 回民間の会社「Jeducation」や「Mainichi Group」が主催する大規模
の「Japan Expo」・「Japan Festa」のブースに出店したりする。また、大学に在籍してい



































































































 1 JTAT 以外の教師会もある。例を挙げると、北部タイ中等教育日本語教師会等がある。詳細は、
国際交流基金（2017）を参照する。 
 2 CEFR とは言語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通される枠組み（Common European 
Framework of Reference for Languages: Learning, teaching and assessment）で、A1, A2, B1, 
B2, C1, C2 の 6 レベルあるが、外国語学習の場合、A1 から C1 までが中心とされる。 
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タイの大学およびその他の教育機関における日本語教育の現状
